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花
の
便
り
が
届
く
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

市
議
会
で
は
、
第
六
回
定
例
会
（
二
月
議
会
、

予
算
特
別
委
員
会
）
が
二
十
五
日
に
閉
会
し
、

二
〇
〇
七
年
度
が
終
了
し
ま
し
た
。

ふ
り
返
る
と
こ
の
一
年
、
周
り
が
よ
く
見
え

な
い
ま
ま
夢
中
で
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

諸
先
輩
方
や
各
方
面
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
の

ご
支
援
で
、
何
と
か
元
気
に
過
ご
し
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

二
年
目
は
、
よ
り
一
層
学
習
を
深
め
、
足

も
運
ん
で
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
市
政
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
持
・
ご
支
援
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
牟
田
市
の
行
財
政
は
・
・
・
？

〜
平
成
二
十
年
度
予
算
決
定
〜

一
般
会
計
予
算
（
規
模
５
１
４
．
４
億
円
、

昨
年
度
よ
り
４
．
２
億
円
減
）
が
成
立
し
ま
し
た
。

地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
進
ま
ず
地
方
交
付
税
も

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
中
、
大
牟
田
市
は
、
他
市
に

も
増
し
て
大
変
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

古
賀
市
長
の
「
財
政
再
建
・
行
財
政
改
革
の
断

行｣

は
表
向
き
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
実
態
は
財

源
不
足
対
策
と
し
て
、
積
立
金
の
取
り
崩
し
、
経

常
経
費
・
政
策
経
費
カ
ッ
ト
、
職
員
給
与
削
減
等

を
行
い
、
や
っ
と
予
算
が
編
成
さ
れ
て
い
る
状
態

で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

町
の
衰
退
が
さ
ら
に
進
む
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
ま
す
。

私
ど
も
護
憲
ク
ラ
ブ
は
、
「
進
ん
で
い
る
イ
ン
フ

ラ
（
三
池
港
や
沿
岸
道
路
等
）
の
整
備
と
共
に
、

福
祉
や
教
育
、
く
ら
し
の
安
心
等
を
充
実
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
未
来
投
資
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
町
の
活
性
化
の
た
め
に
は
重
要｣

と
い
う
姿
勢
で

予
算
委
員
会
で
も
発
言
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
に
は
、
歳
出
削
減
ば
か
り
で
な
く
、

市
職
員
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
更
な
る
効
率
化
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
、

外
向
き
に
は
、
首
長
と
し
て
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

（
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
情
報
入
手
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
売
り
込
み
等
）
に
努
め
、

歳
入
増
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
護
憲
ク
ラ
ブ
や
市
政
研
究
会
の
中
で

学
習
を
深
め
な
が
ら
、
生
活
者
の
視
点
で
市
長
の

市
政
運
営
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な
政

策
提
案
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
様
か
ら
の
声
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

福
教
組
旗
開
き

先
輩
方
も
一
緒
に
、

和
や
か
な
旗
開
き

市
政
報
告
会

十
二
月
議
会
、
一
般
質
問

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

倉
永
小
・
給
食
試
食
会

久
し
ぶ
り
に
子
供
た
ち
の

笑
顔
に
囲
ま
れ
、
元
気
を

も
ら
っ
た
一
時

会
派
視
察
（
大
村
・
長
崎
）

病
院
の
経
営
形
態
に
つ

い
て
調
査
・
研
究

2008.1 .11

2008.1.26

2008.1.23

2008.2.5~6
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た
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大牟田市議会議員 平山光子 後援会だより

光 子 の 部 屋 2008 春号

１月～３月 主な活動
１月５日 有明地区年賀交歓会

７日 自治労旗開き（福岡市）

８日 福教組旗開き（福岡市）

10日 男女共同参画審議会傍聴

連合年賀交歓会

11日 市職労旗開き

福教組大牟田支部旗開き

13日 消防出初め式

14日 成人式式典

15日 定例教育委員会傍聴

16日 ６区学習会（男女共同参画）久留米市

18日 福退教旗開き

19日 青少年健全育成大会

23日 給食試食会（倉永小）

分会長会

25日 英会話全国大会（明治小）

社民党大牟田地区旗開き

26日 県政・市政報告会（勝立公民館)

28日 男女共同参画を実現する会

(市長との意見交流会）

１月30日 思春期子育て講座（勝立公民館）

２月２日 母と女性教職員の会

５日～６日 会派視察（大村・長崎）

８日 福政連議員団会議（久留米市）

13日 定例教育委員会傍聴

16日 大牟田・荒尾議員交流会

18日 教育厚生委員会

19日 福政連議員団研修会（教育会館）

21日 議会開会 開議（26・27・29日）

大牟田支部教育研究集会

22日 思春期子育て講座（勝立公民館）

24日 連合教育フォーラム（楠凡之先生）

25日 通学区域審議会

28日 地方財政学習会（福岡市）

３月２日 市政研幹事会

７日～12日 開議（代表・一般質問）

８日 みなと小体育館落成式

13日～21日 予算特別委員会

15日 大牟田小教育を語る会

22日 地方自治学習会（福岡市）

25日 議会閉会

29日 有明沿岸道路開通式

教育ＮＯＷ

○ ２００８年度・教育予算 ６％

市長公約の８％には程遠いものでしたが、

厳しい予算の中で、訴え続けた現場の声が届

き、実現されたものもいくつかあります。

・児童用の机・椅子、トイレの洋式化（順次）

・特別支援教育支援員の配置

・全教員へのパソコン配置

しかし、一方で、土日祝の学校警備が機械

警備となる、人権フェスティバルが年二回か

ら一回に、また、男女共同参画フェスタが年

一回から隔年開催となる、平和都市宣言事業

費廃止など、予算が減額されたものも多々あ

り、護憲クラブからは意見が相次ぎました。

○ 予算特別委員会で私は次のような意見
を述べ、当局の努力を要望しました。
・男女共同参画社会の実現に向け、日常
の啓発に一層努めること

・機械警備への不安が各方面からあがって
いるが、他市の状況などを参考に、よりよ
い対応を検討していくこと

・パソコンのラン整備は効率化のためであ
るなら、専門員のいないことを配慮し無理
な対応を求めて教職員の多忙化に繋がった
りすることのないよう現場に周知すること

・労働安全衛生法改正の趣旨に沿って、
教職員の勤務状況が改善されるよう、超勤
時間の把握や産業医の選定など一層の体制
づくりに努めること

・全国学力テスト参加の見直し
・特別支援教育支援員の更なる充実

※行事参加、学習会、講座・語る会などで話す機会をいただくなど、大変充実していました。


